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スーパーコンピュータで日本が世界一に

―コンピュータについて考えよう―

開倫塾

塾長 林明夫

１．1016の京(けい)の次の単位は何か知っていますか。1020は垓(がい)、1024は秭(じょ)、2028は穣(じ

ょう)、1032は溝(こう)、1036は澗(かん)、1040は正(せい)、1044は載(さい)、1048は極(ごく)、1052

は恒河沙(ごうがしゃ)、1056 は阿僧祇(あそうぎ)、1060 は那由他(なゆた)、1064 は不可思議(ふか

しぎ)、1068 は無料大数(むりょうたいすう)と続きます。京に続いて、将来、どこまでスーパーコ

ンピュータが進化するのか楽しみですね。

２．コンピュータの世界では、計算をするのに 1 ～ 10 までを用いる 10 進法ではなく、0 と 1 の 2
つの数字を用いる 2進法を使います。興味のある人は、2進法での計算にも挑戦しましょう。

３．6 月 28 日に、デジタル読解力に関する PISA 調査結果の発表が OECD(経済開発協力機構)から
ありました。これは、コンピュータとインターネットを学習の目的で使用することに関しての初め

ての OECD・PISA 調査で、韓国がトップ、ニュージーランド・オーストラリアが同点で 2 位、日
本は 4位と高い成績でした。5位は香港、6位はアイスランドでした。
この調査では、生徒のデジタル読解力を調査するためインターネット上の情報の信頼性を検証し、

ウェブページをナビゲートしながらその信頼性を評価するという課題が出されました。

普段から読書に熱心に取り組んでいる生徒や、ケータイのメールではなく、自宅や学校のコンピ

ュータを活用している生徒のデジタル読解力の得点が高かったようです。

４．コンピュータの種類も、この際整理し、理解しておきましょう。

①大規模シュミレーション等に利用される「スーパーコンピュータ」

②企業などの基幹業務に用いられる「メインフレーム」

③企業などの業務に用いられる「サーバ」

④専門業務に用いられる中型のコンピュータ「ワークステーション」

⑤個人利用向けの小型コンピュータ「パーソナルコンピュータ(パソコン)」

⑥家電製品などの制御を担当する組み込み型のコンピュータ「マイクロコンピュータ」

超大型のスーパーコンピュータの開発は、「いつでも、どこでも、だれでも」という「ユビキタ

ス」を実現する「マイクロコンピュータ」の開発にも役立っています。

日本のスーパーコンピュータが世界のコンピュータのリーダーになるといいですね。

― 2011年 6月 30日 林明夫記―


